
（公社）埼玉県栄養士会 副会長 前川哲雄

JDA-DAT埼玉
能登半島地震支援経験から

支援・受援の体制つくり



発災 2024年1月1日

JDA-DAT埼玉 初回活動日
2024年1月13日～15日
フェーズ０～１(要配慮者の食品不足)

・必要とされているのは？
・求められているのは？



1/13-15までの活動

長野県、静岡県、埼玉県での活動
物資運搬班（長野3名、静岡1名、埼玉2名）と1.5次避難所班（静岡2名、
埼玉1名）に分かれました。



1/13-15までの活動



1/13 特殊栄養食品 搬送 金沢市 → 七尾市（73ｋｍ）



1/13 特殊栄養食品 搬送 金沢市 → 七尾市（73ｋｍ）



1/14 特殊栄養食品 搬送 金沢市 → 七尾市



1/14 特殊栄養食品 搬送（DMAT救急車）
七尾市 → 珠洲市(85km）、輪島市(60km）









いしかわ総合スポーツセンター

サンプル フッター テキスト 12

1月の時点では1.5時避難所の中の臨時
老健として機能を開始 40床 その後
1/15以降さらに受け入れ増により一時
200床まで増

介護などを必要としな
い方が入るメインア
リーナ。
ここから仕事などへ
行っていた



石川総合スポーツｾﾝﾀｰ(1.5次避難所）での食事 2024.01.14



石川総合スポーツｾﾝﾀｰ(1.5次避難所）での食事 2024.01.14









発災 2024年1月1日
JDA-DAT埼玉 ２回目 活動日
2024年２月15日～18日
フェーズ２

避難所の食事不足･過多・バランス悪化、
便秘・慢性疲労など体調不良者、
個別な対応の必要な人の把握
衛生管理の啓蒙

・必要とされているのは？
・求められているのは？



2/15-18までの活動

七尾市を拠点にし輪島市の拠点から各避難所巡回（金沢 七尾（73km） 七尾にて宿泊輪島にて活動
（60km）

輪島公民館



輪島中学校



巡回内容

①避難所の食事内容、在庫状況調査
②不足食品調査と補充
③要配慮者がいないか聞き取り
④環境整備（衛生管理、食塩管理、3色食品群資料の掲示、物資の整理
⑤保健センター職員（管理栄養士との連携）活動内容の受注・報告
⑥ＤＨＥＡＴとの連携

輪島市内

栄養相談は現地別チーム
が担当



発災 2024年1月1日
JDA-DAT埼玉 ３回、4回目 活動日
2024年３月７日～1０日
2024年３月20日～24日
フェーズ２～３

避難所の食事不足･過多・バランス悪化、
便秘・慢性疲労など体調不良者、
個別な対応の必要な人の把握
衛生管理の啓蒙

・必要とされているのは？
・求められているのは？



3/7-10、3/20-24 石川総合スポーツセンター

1月の頃よりも業務が確立されており食札運営も手書きはなくなりＰＣでの業務になっている 2月中は
200食までふくれるも3月に入り落ち着き50-100床程度までになる
食事箋のデータ管理が主な業務 入退所や食事箋、個別対応等 食事形態の変更は看護やＳＴに相談確
認
栄養管理もしており 褥瘡チームの回診もある。 こちらからは身長体重食事摂取量の提供をし栄養管
理（モニタリングと記録作成）実施。必ず県栄の方へ相談して確認してから実施

栄養相談コーナーは生活されている方の判断でお越しいただくシステム 交代でＤＡＴメンバーが担当

普通常食

コード２ 配食サービス



3/13-17の活動 七尾市（拠点）から珠洲市（85ｋｍ）

ＤＡＴ号での移動 朝10時までに珠洲市の拠点へ、その後応援に来ている行政栄養士と合流します
珠洲市の栄養士は一度倒れており非常に大変な様子でした。
行政応援 熊本市、福井県、岩手県、神奈川県
ＤＡＴは1チーム（3名）～2チーム（5名から6名）入る形でした
珠洲市では、ＤＡＴ栄養士チーム単独での活動はなく必ず保健師チームとの同行及び行政栄養士と同

行でした。要支援者の方への同行訪問については当日知らされます。避難所以外でも自宅にとどまって
いる方も多くいらっしゃいました。

行政栄養士エリア ＤＡＴ栄養士エリア



特殊栄養食品ステーションが栄養士が居なくても（不在時事務の方で対応できるように）食事形態など
について分かりやすく表示することや在庫管理についてエクセル作成を待機中はしました。

避難所巡回は得有料し支援者抽出ができていたのでその支援者への訪問がありますが他は
常に巡回はしませんでした

避難所への弁当配布がありましたので衛
生面や食中毒についての呼びかけポス
ターの作成もしました。 手書きメイン



大阪 福井 神奈川 岩手 熊本

富山

大阪

珠洲市へ向かう道路
が往路がかなり回復
されています 反対
車線は崩れている所
が多く復路は時間が
かかります



JDA-DAT埼玉
能登半島地震支援経験からの提案

受援の体制つくり



災害時栄養・食生活支援者の立場から見た
被災県の状況から振り返る

被災県栄養士会の活動状況

《機能》

• 特殊栄養食品ステーション（モノ）

• 全国のJDA-DAT支援窓口  （ヒト）

《指揮命令主体》

• 県栄養士会のJDA-DAT

《情報取得》

• D-MAT、現地医療機関からの直接要
請

• 災害対策本部との連携

課題

• モノとヒトの流れを交通整理

• JDA-DAT内での情報の共有と

役割分担が出来ていないと、

一部の人に過重な負担がかかり、

機能しなくなる。



JDA-DAT埼玉（埼玉県栄養士会）ができること

【発災前（平時）】

• 有事の際の栄養食生活支援（活
動）イメージの共有

• 活動主体・役割分担明確化（組
織）

• 地域特性の共有（ヒト）

• 地域別災害拠点・避難所・ライ
フライン情報の把握

• JDA-DAT登録メンバー名簿（所
属・所在・支援分野）

【発災後（有事）】

• 資源（ヒト・モノ）窓口業務
（集約）・資源情報提供

県の協力要請により対応

• 直接関係した団体との調整とそ
の報告

D-MAT・医療機関など

• 避難所支援状況の報告

支援ニーズ調査・報告



【提案】発災前（平時）の連携

協定書（大枠）

【詳細】

• ニーズレベル別の具体的な

活動モデル例の作成と実践

情報共有
【例】

• 地域特性の共有（ヒト）

• 地域別災害拠点・避難所・

  ライフライン情報の把握

• JDA-DAT登録メンバー名簿
（所属・所在・支援分野）
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JDA-DAT埼玉（活動賛同者）地域ごとの人数
2025.4.1

北部

西部

川越市
さいたま市

東部
南部

9名
２5
名

10
名

20名6名

14名

2025.2
作成

86名（リーダー２９、スタッ
フ57）

県外リーダー
2名

埼玉県栄養士会 （2024.4）
JDA-DAT基本研修修了者 延べ189名
JDA-DATリーダー研修修了者 延べ41名
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